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木の遊具やおもちゃに触れることで、木に親しみ、森への好奇心を育
む施設として整備した、「あそびハウス・こどもと森」が開設5周年を迎
え、6月28日・29日の2日間にわたり記念イベントが開催されました。
屋外エリアでは、チェーンソーアートや丸太切り体験が行われ、たく

さんの親子連れでにぎわいました。
丸太切り体験では、最後まで切り落とした方には、達成者証明書が
発行され、思い出に残る体験となりました。
また、お隣の「おもちゃハウス」は、現在リニューアルが検討されて.
おり、今後の進捗を楽しみにしています。

あそびハウス 祝5周年



第 回3 臨時会
令和7年5月22日（木）

令和 7 年第 3 回臨時会が 5 月 22 日に開催され、一般会計 
補正予算1議案が提出され可決されました。

議案第35号 令和7年度 池田町一般会計補正予算（第3号）
…1億3,200万2千円を追加し、予算の総額を41億5,923万6千円

追加日程
1～10 …議長、副議長、各組合議会の議員の選挙（最終ページにて組織表記載）

第 回2 臨時会
令和7年5月8日（木）

令和 7 年第 2 回臨時会が 5 月8 日に開催され、一般会計
補正予算、条例改正など 6 議案、および議員発議による 
条例改正1議案の7議案が提出され全議案可決されました。

また、本臨時会にて、議会内の議長、副議長の交代を 
はじめ、新体制への編成を行いました。

議案第29号
専決処分の承認を求めることについて

（専決第2号 池田町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）
…一般行政職員の職務について、課長心得の職を追加する条例改正

議案第30号
専決処分の承認を求めることについて（専決第3号 池田町町税条例の一部を改正する条例）
…地方税法等の一部改正に伴い、個人町民税に係る特定親族特別控除の創設や、軽自動車税種
別割の標準税率の区分の見直し

議案第31号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第4号 原子力発電施設等立地地域の指定による町税の特例に関する条例の一部を改正する条例）
…原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別措置法で定める省令の一部改正に伴う、制度
の適用期間を2年間延長する条例改正

議案第32号
専決処分の承認を求めることについて

（専決第5号 令和7年度池田町一般会計補正予算（第1号））
…町道板垣持越線の落石防護施設の雪崩による被災個所の災害復旧費1,111万円の専決処分

議案第33号
令和7年度 池田町一般会計補正予算（第2号）
…小学5年生を中心とした、みらいレンジャー活動が全国表彰されることになったことから.
授賞式に参加する児童の旅費12万4千円

議案第34号
物品購入契約の締結について
…住基ネットCS機器調達業務契約のための議決
　（契約金額：957万円（税込）、契約相手：福井システムズ株式会社）

発議第 2 号
池田町議会常任委員会及び特別委員会条例の一部改正について
…これまでの総務厚生常任委員会6名と文教経済常任委員会6名を予算常任委員会8名の体制
に変更するための条例改正

〇ほっとプラザ駐車場への太陽光発電設備の整備........................................... 202万円
〇木質バイオマス熱供給施設の整備（敷地の整備及び熱供給施設の導入）
　（令和8年度までの債務負担行為として1億9,364万円を設定）.....1億2,230万円一 万円未満切捨て
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令和 7 年 6 月定例会が 6 月17 日～20 日の 4 日間にわたり 
開催され、一般会計・特別会計・企業会計の補正予算6件、条例 
改正2件、過疎計画の変更1件、工事請負契約1件の10議案が
提出され全議案可決されました。

議案第36号 令和7年度 池田町一般会計補正予算（第4号）
…4億7,217万6千円を追加し、予算の総額を46億3,141万2千円

議案第37号 令和7年度 池田町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
…人件費の補正、ほっとプラザデイサービスセンター浴室混合水栓取替工事等に114万1千円

議案第38号 令和7年度 池田町国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第1号）
…人件費の補正、非常勤医師の雇用経費等275万5千円

議案第39号 令和7年度 池田町介護保険特別会計補正予算（第1号）
…人件費の補正540万9千円

議案第40号 令和7年度 池田町簡易水道事業会計補正予算（第1号）
…橋梁添架管、配水管工事費等2,067万9千円

議案第41号 令和7年度 池田町下水道事業会計補正予算（第1号）
…収入の財源校正（起債対象による変更）56万7千円

議案第42号 池田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について
…職員が子どもの年齢に応じ、柔軟な働き方を選択できるよう所要の改正

議案第43号 池田町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
…職員の育児と仕事の両立をしやすくするよう部分休業拡充の改正

議案第44号 池田町過疎地域持続的発展計画の変更について
…計画に新たな取組み（観光情報・町道改良、太陽光発電）の追加

議案第45号
工事請負契約の締結について
…木質バイオマス熱供給システム導入工事契約のための議決
　（契約金額：2億9,975万円（税込）、契約相手：テラオライテック株式会社）

請願第 1 号 化学物質過敏症に関する請願について
…趣旨採択

請願第 2 号
ノーベル平和賞を受賞した被爆者の願いである、日本政府に核兵器禁止条約への調印・批准を
求める意見書提出を求める請願
…不採択　委員長報告に対する賛否 【賛成】佐野、宇野一、富田、岡村 【反対】宇野邦、丸石、淸水

請願第 3 号 パレスチナの恒久停戦のための積極的外交活動を日本政府に要求する意見書の提出を求める請願
…不採択　委員長報告に対する賛否 【賛成】佐野、宇野一、丸石、富田、岡村 【反対】宇野邦、淸水

月6 定例会
令和7年6月17日（火）～20日（金）

〇大規模災害時の避難所の仮設トイレ等の購入......................................................................... 884万円
〇地域防災力強化に向け、家庭用防犯カメラの設置の補助事業
　（上限3万円 補助率1/2）.............................................................................................................32万円
〇庁舎複合施設建設事業費で施設建設整備工事費、木材調達費等
　（令和8年度～9年度までの債務負担行為として、28億3,816万円を設定）..........2億5,464万円
〇脱炭素地域づくりに向け、エネルギー事業を行う地域新電力会社、
　「まちUPエナジー」への出資金.................................................................................................. 850万円
〇新庁舎や、あそびハウスに熱供給を行う、木質バイオマス施設の建設費........................9,800万円
〇籠掛川小水力発電合同会社への出資金................................................................................2,500万円
〇あそびハウス、おもちゃハウスの再整備のための実施設計費............................................1,000万円
〇そばの郷池田屋周辺の用地購入費等....................................................................................1,082万円
〇道のオアシス フォーシーズンテラスの屋根の性能向上工事等...........................................1,001万円
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丸
石
議
員
　
排
水
濁
度
計
の
交

換
理
由
は
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
原

因
で
各
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
か

ら
か
。

町
土
整
備
課
長
　
そ
う
い
う
理

由
で
は
な
く
、
故
障
に
よ
る
交
換

で
あ
る
。

富
田
議
員

 

省
エ
ネ
、断
熱
性
能

向
上
工
事
の
価
格
増
加
の
原
因
は
。

総
括
監
理
官
　

年
度
ご
と
に
設

計
に
用
い
る
単
価
が
変
わ
っ
て
お

り
、人
件
費
、材
料
費
な
ど
の
単
価

の
積
み
上
げ
結
果
で
増
額
と
な
っ

た
。内
容
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

丸
石
議
員
　
新
庁
舎
複
合
施
設

の
記
録
発
信
業
務
委
託
先
は
町
外

業
者
な
の
か
。同
じ
金
額
で
町
内

や
池
田
に
関
係
す
る
業
者
に
委
託

は
で
き
な
い
の
か
。

総
括
監
理
官
　
ウ
ッ
ド
ラ
ボ
の

情
報
発
信
を
し
て
い
る
県
外
業
者

に
依
頼
し
て
い
る
。

老
朽
配
管
に
関
し
て

新
庁
舎
複
合
施
設

工
事
に
関
し
て

宇
野
一
正
議
員
　
地
域
応
援
券

と
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
取
得
比
率
は

ど
れ
く
ら
い
か
。ま
た
紙
商
品
券
の

発
送
が
一
部
遅
れ
た
理
由
は
何
か
。

総
務
財
政
課
長
　
今
回
は
地
域

応
援
券
７
割
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

３
割
で
、商
品
券
が
多
か
っ
た
。

今
回
予
想
に
反
し
て
紙
商
品
券

の
申
し
込
み
が
多
く
、
急
遽
増
刷

が
必
要
と
な
り
、
一
部
発
送
遅
れ

が
生
じ
た
。 

地
域
応
援
券
取
得
関
連

質 疑 応 答
宇野一正
富田重弘

松井靖明
淸水龍司

宇野邦弘
丸石純一

委　員

委員長 岡村　祐 佐野和彦副委員長

予算常任委員会

宇
野
邦
弘
議
員
　
旧
武
生
高
校

池
田
分
校
建
屋
は
、ま
ち
ア
ッ
プ

エ
ナ
ジ
ー
の
事
務
所
や
関
係
者
の

宿
泊
施
設
に
す
る
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
農
業
公
社
の

研
修
ス
ペ
ー
ス
、
人
材
派
遣
等
の

特
定
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
の
事

務
所
や
宿
泊
寮
を
考
え
て
い
る
。

淸
水
議
員
　
別
の
団
体
へ
の
賃

貸
は
検
討
し
て
い
な
い
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
現
段
階
で
は

考
え
て
い
な
い
。

旧
武
生
高
校

再
利
用
方
針（
計
画
）

丸
石
議
員
　
県
外
か
ら
撮
影
等

で
交
通
費
が
か
か
る
の
で
は
。県

内
の
事
業
者
で
あ
れ
ば
無
駄
が
省

け
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
池

田
町
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
こ
と

も
重
要
で
は
な
い
か
。

総
括
監
理
官
　
ウ
ッ
ド
ラ
ボ
の

事
業
実
績
も
あ
り
、
池
田
町
に
つ

い
て
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
取
材
や
編
集
は
県
内

の
業
者
が
担
当
す
る
。

副
町
長

 

本
事
業
委
託
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
構
築
す
る
会
社
な
の

で
取
材
に
は
こ
な
い
。
素
材
は
い

け
だ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
池
田
町
所
有

の
観
光
写
真
も
使
う
。
記
事
構
成

は
町
内
企
業
で
広
報
担
当
し
て
い

た
方
が
い
る
と
こ
ろ
を
予
定
し
て

い
る
。

富
田
議
員
　
伐
採
の
場
所
は
町

の
方
で
調
べ
て
決
め
て
い
る
の
か
、

地
元
か
ら
の
要
望
で
決
め
て
い
る

の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
町
で
決
定
す

る
。
地
元
要
望
は
木
望
の
森
づ
く

り
課
管
轄
の
支
障
木
伐
採
事
業

で
対
応
し
て
い
る
。
町
土
整
備
課
、

土
木
事
務
所
、
電
力
会
社
と
現
地

確
認
し
て
箇
所
選
定
し
て
い
る
。

佐
野
議
員
　
家
庭
用
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
補
助
金
設
立
の
経
緯
は
。

ま
た
、防
犯
カ
メ
ラ
よ
り
カ
メ
ラ

付
き
玄
関
ド
ア
ホ
ン
の
ほ
う
が
安

心
面
で
も
防
犯
面
で
も
効
果
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
財
政
課
長
　
池
田
町
は
高

齢
者
世
帯
が
多
い
た
め
、
犯
罪
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
施
策
と
各
家
庭

に
お
い
て
防
犯
意
識
向
上
を
図
る

た
め
当
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。

危
険
木
の
伐
採
に
関
し
て

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ

補
助
に
関
し
て

▲リノベーションを計画中の旧武生高校池田分校

▲新庁舎複合施設建設地（令和７年６月時点）
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請願１号 「化学物質過敏症に関する請願について」 の審議内容

カ
メ
ラ
を
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
、

警
察
と
相
談
し
玄
関
前
だ
け
で
な

く
敷
地
や
一
部
公
共
的
な
部
分
、

も
映
せ
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

丸
石
議
員
　
当
該
小
水
力
発
電

で
計
画
発
電
量
を
下
回
る
可
能
性

は
ど
の
く
ら
い
か
。

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課
長

　
故
障
や
災
害
等
含
め
稼
働
率
は

77
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
を
見
込
ん
だ
。

単
年
度
収
支
が
、
黒
字
に
転
じ
る

の
が
９
年
目
か
ら
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

丸
石
議
員
　
当
初
の
共
同
提
案

業
者
か
ら
１
社
が
降
り
た
こ
と
に

よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課
長

　
県
外
業
者
の
た
め
常
駐
滞
在
費

が
嵩
み
利
益
見
込
み
が
合
わ
ず
撤

退
し
た
。
し
か
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や

測
量
デ
ー
タ
は
引
き
続
き
協
力
を

受
け
る
の
で
、
事
業
推
進
に
大
き

な
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

籠
掛
川
小
水
力
発
電
に

関
し
て

宇
野
一
正
議
員
　
診
療
所
の
医

師
は
現
在
１
人
で
、患
者
医
師
共

に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
う

が
、医
師
を
増
や
す
こ
と
は
検
討

し
な
い
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
県
派
遣
の
医

師
が
産
休
中
で
あ
り
今
秋
頃
に
復

職
の
予
定
。
そ
の
間
、
県
か
ら
非

常
勤
の
医
師
を
週
２
回
依
頼
し
て

い
る
。

　
こ
こ
数
年
で
患
者
数
は
減
少
傾

向
で
あ
る
。
医
師
、
看
護
師
の
負

担
を
見
な
が
ら
来
年
以
降
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
く
。

丸
石
議
員
　
子
ど
も
の
遊
び
場

整
備
事
業
の
県
補
助
事
業
は
複
数

回
に
分
け
て
使
う
の
か
。

農
村
政
策
課
長
　
今
年
度
実
施

設
計
に
て
補
助
申
請
し
、
来
年
度

以
降
は
工
事
費
な
ど
に
予
算
計
上

す
る
。

診
療
所
の
人
事
に
つ
い
て

子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
事
業

松
井
議
員
　
道
の
オ
ア
シ
ス
の

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
融
雪
機
能
付

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
設
置
し
な
い
の

か
。ま
た
通
常
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

と
融
雪
機
能
付
パ
ネ
ル
の
費
用
の

差
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

副
町
長
　
検
討
は
し
た
が
費
用

が
高
く
困
難
で
あ
っ
た
。
通
常
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
融
雪
機
能
付
き

だ
と
費
用
は
ざ
っ
く
り
倍
違
う
。

丸
石
議
員
　
育
休
取
得
に
よ
る

欠
員
で
組
織
業
務
に
影
響
な
い

の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
早
出
や
早
退
、

各
休
暇
を
計
画
的
に
取
得
し
働
き

方
を
工
夫
し
て
も
ら
い
対
応
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
職
員
に
つ
い
て
も
随
時

募
集
し
て
対
応
し
て
い
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
と

価
格
差
に
つ
い
て

職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
体
制

に
つ
い
て

ご存じですか？ 「化学物質過敏症」について 
〜身近な香りや化学物質が、誰かを苦しめているかもしれません〜

近年、「化学物質過敏症」という病気が注目されています。
このたびの６月定例会において請願を受け、化学物質過敏症
に関する内容が趣旨採択されました。

この機会に、多くの方に知っていただきたい病気です。

■　化学物質過敏症とは？
ごく微量の化学物質（たとえば柔
軟剤の香り、殺虫剤、芳香剤、接着
剤、排気ガスなど）に体が過敏に
反応し、さまざまな症状（頭痛、め
まい、吐き気、咳、のどの痛み、鼻
水、くしゃみ、湿疹、かゆみ）が出る
病気です。重症になると、日常生
活や社会生活が困難になることも
あります。

■　詳しく知りたい方へ
厚生労働省やＮＰＯ法人などが、化学物質過敏症に関する情報を
公開しています。信頼できる情報源をもとに、理解を深めましょう。

【参考リンク】 厚生労働省：化学物質と健康について／ＮＰＯ法人 化学物質過敏症支援センター

■　見た目ではわかりません
化学物質過敏症は外見からは判断しづ
らく、周囲の理解が得られにくい病気
です。そのため、患者の多くは「わかっ
てもらえないつらさ」を抱えています。

⃝強い香りの香水や柔軟剤を控える

⃝揮発性の高い洗剤・除菌スプレー
などの

　使用を必要最低限にする

⃝公共の場での香りのエチケットを
心がける

ちょっとした気づかいが、誰かの健康

や生活を守ることにつながります、一人 

ひとりがこの病気について知り、理解を

深めていただくことが第一歩です。

私たちにできる配慮とは？

一
般
質
問

議

案

委
員
会
審
議
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問 

訪
問
介
護
の
基
本
報
酬

を
引
き
下
げ
や
介
護
職
員

の
人
手
不
足
な
ど
、「
保
険

あ
っ
て
介
護
な
し
」と
い
う

事
態
が
進
ん
で
い
る
。幸
寿

苑
で
も
入
所
は
順
番
待
ち
と

い
う
状
況
で
あ
る
。

幸
寿
苑
の
入
所
待
機
者
は

何
人
か
、他
の
施
設
へ
の
入

所
相
談
は
ど
う
な
の
か
、特

養
ホ
ー
ム
増
設
な
ど
必
要
で

は
な
い
か
。

答 

保
健
福
祉
課
長

介
護
現
場
の
人
手
不
足
は

深
刻
。待
機
者
は
53
人
。個
別

に
家
庭
状
況
や
身
体
状
況
を

踏
ま
え
て
、町
外
の
施
設
入
所

な
ど
も
含
め
対
応
し
て
い
る
。

答 

町
長

「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」

と
い
う
状
況
に
な
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
当
然
。様
々
な

状
況
の
下
で
安
定
し
た
持
続

可
能
な
制
度
維
持
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。今
後
、高
齢
者
の

人
口
変
動
な
ど
も
含
め
、
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」

に
な
ら
な
い
よ
う
に

い
屋
」は
、
家
庭
菜
園
の
お

す
そ
分
け
精
神
で
始
ま
っ
た
。

山
林
分
野
で
も
こ
の
池
田
町

ら
し
い
文
化
を
応
用
し
な
が

ら
事
業
が
成
功
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

答 

木
望
の
森
づ
く
り
課
長

バ
イ
オ
燃
料
用
の
木
材
調

達
方
法
に
つ
い
て
は
、
里
山

林
の
支
障
木
伐
採
事
業
の

伐
採
木
を
活
用
す
る
他
、
個

人
林
家
や
集
落
林
業
活
動

の
間
伐
材
を
一
定
価
格
で

購
入
す
る
計
画
と
し
て
お

り
、
山
林
整
備
活
性
化
及
び

地
域
経
済
循
環
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

答 

木
望
の
森
づ
く
り
課
長

今
回
の
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供

給
施
設
で
の
計
画
で
は
年
間

生
木（
水
分
50
%
）で
１
２

０
ト
ン
１
９
０
㎥
を
必
要
と

し
て
い
る
。
チ
ッ
プ
製
造
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
は
検
討

し
て
い
な
い
。

皮
剥
ぎ
は
熊
だ
け
に
限
定

し
て
い
な
い
が
令
和
５
年
度

で
１
・
３
ｈ
ａ
の
被
害
が
あ

り
、
関
係
機
関
と
も
相
談
し

て
対
応
し
て
い
る
。

問 

宿
泊
利
用
中
止
は
体
制

が
取
れ
な
い
た
め
か
。町
の

農
村
ｄ
ｅ
合
宿

キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
の

宿
泊
利
用
に
つ
い
て

一 般一 般
質 問質 問

いっぱん  しつもん

問 

森
林
資
源
が
豊
富
と
は

い
え
、施
業
採
算
が
合
わ
な

い
放
置
山
林
が
多
い
。「
木

望
の
森
づ
く
り
造
林
補
助

金
」を
活
用
し
、
バ
イ
オ
燃

料
と
な
る
間
伐
材
買
取
り
を

独
自
に
行
え
ば
、運
搬
コ
ス

ト
削
減
や
山
林
所
有
者
の
負

担
軽
減
に
な
り
、地
域
経
済

循
環
と
山
林
整
備
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

当
施
設
は
、県
内
で
行
政

が
管
理
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
施

設
と
し
て
は
先
進
事
例
と

な
る
。

建
物
や
費
用
効
果
よ
り
も

地
域
と
の
関
わ
り
が
大
切
で

あ
る
。今
や
池
田
町
を
代
表

す
る
文
化
で
あ
る「
こ
っ
ぽ

新
庁
舎
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
に

か
か
る
町
産
材
の

利
活
用
に
つ
い
て

問 

町
の
持
続
的
な
木
材
利

用
可
能
量
は
年
間
５
万
㎥
あ

る
と
し
て
い
る
。森
林
資
源

の
有
効
活
用
の
た
め
に
、木

質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
の
み

な
ら
ず
、バ
イ
オ
マ
ス
発
電

や
チ
ッ
プ
製
造
施
設
も
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

計
画
し
て
い
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
熱
供
給
施
設
で
の
木

材
は
年
間
ど
れ
く
ら
い
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、熊
に
よ
る
杉
皮
剥

ぎ
被
害
が
急
増
し
て
い
る
、

現
状
と
対
策
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

チ
ッ
プ
製
造
施
設
や

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も

検
討
を

施
設
で
あ
り
体
制
の
確
保
な

ど
、土
日
だ
け
で
も
宿
泊
利

用
が
で
き
な
い
か
。こ
れ
ま

で
の
改
修
経
費
、利
用
者
数
、

収
支
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

職
員
体
制
が
難
し
く
、９
月

か
ら
宿
泊
業
務
は
中
止
す
る
。

改
装
経
費
は
約
1
億
円
で
、

利
用
者
は
年
間
約
千
人
。
令

和
５
年
度
で
収
入
は
約
１
０

０
０
万
円
に
対
し
経
費
は
３

４
０
０
万
円
か
か
っ
て
い
る
。

問 

そ
ば
の
郷
の
水
車
が
壊

れ
、応
急
的
対
応
で
動
い
て

い
る
が
、再
度
壊
れ
か
ね
な

い
状
況
で
あ
る
。訪
れ
た
人

の
写
真
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ

て
い
る
、本
格
的
な
改
修
を

し
て
存
続
す
る
よ
う
に
。

答 

農
村
政
策
課
長

改
修
す
る
の
か
、
撤
去
す

る
の
か
は
検
討
中
。

そ
ば
の
郷
庭
園
の

水
車
を
抜
本
改
修
し
て

残
し
て
！

宇野 邦弘 議員

岡村 　祐 議員

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問 
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問 

訪
問
介
護
の
基
本
報
酬

を
引
き
下
げ
や
介
護
職
員

の
人
手
不
足
な
ど
、「
保
険

あ
っ
て
介
護
な
し
」と
い
う

事
態
が
進
ん
で
い
る
。幸
寿

苑
で
も
入
所
は
順
番
待
ち
と

い
う
状
況
で
あ
る
。

幸
寿
苑
の
入
所
待
機
者
は

何
人
か
、他
の
施
設
へ
の
入

所
相
談
は
ど
う
な
の
か
、特

養
ホ
ー
ム
増
設
な
ど
必
要
で

は
な
い
か
。

答 

保
健
福
祉
課
長

介
護
現
場
の
人
手
不
足
は

深
刻
。待
機
者
は
53
人
。個
別

に
家
庭
状
況
や
身
体
状
況
を

踏
ま
え
て
、町
外
の
施
設
入
所

な
ど
も
含
め
対
応
し
て
い
る
。

答 

町
長

「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」

と
い
う
状
況
に
な
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
当
然
。様
々
な

状
況
の
下
で
安
定
し
た
持
続

可
能
な
制
度
維
持
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。今
後
、高
齢
者
の

人
口
変
動
な
ど
も
含
め
、
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」

に
な
ら
な
い
よ
う
に

■  一般質問とは、議員が町行財政全般にわたって、自らの意見を述べ、執行機関に見解を求めるものです。

一 般一 般
質 問質 問

いっぱん  しつもん

６
月
27
日
に
広
報
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
東

海
大
学 

客
員
教
授
の
河
井
孝
仁
先

生
よ
り
、「
自
治
体
広
報
の
基
本
と
メ
デ
ィ

ア
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
」と
題
し
、
地
域
の

課
題
提
起
と
住
民
参
画
に
よ
る
課
題
解

決
、地
域
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
い
て
研

修
を
受
け
ま
し
た
。

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、池
田
町
を
含

む
６
町
の
広
報
委
員
長
が
登
壇
し
、先
生

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
し
た
。

池
田
町
の
場
合
は
、ペ
ー
ジ
数
は
少
な

い
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
の
評
価
で
し
た

が
、写
真
を
用
い
て
の
説
明
を
増
や
す
工

夫
を
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
も
議
会
を
通
じ
て
、町
政
の
発
信
、

町
民
皆
様
の
代
表
と
し
て
の
ご
意
見
を
掲

載
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。�

（
広
報
委
員
長 

淸
水
龍
司
）

問 

「
町
の
維
持
」に
は
人
口

の
確
保
は
重
要
な
課
題
の
ひ

と
つ
。人
手
不
足
は
町
内
で

働
く
職
員
の
業
務
、イ
ベ
ン

ト
時
の
ス
タ
ッ
フ
募
集
、季

節
労
働（
草
刈
り
・
除
雪
・

農
作
業
な
ど
）、
介
護
現
場

や
運
転
業
務
、様
々
な
仕
事

で
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

関
連
し
て
管
理
さ
れ
な
い
空

き
家
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加

も
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。高

人
口
減
少
に
よ
る

人
手
不
足
対
策
と

町
民
へ
の

協
力
に
つ
い
て

齢
化
が
進
み
体
の
不
調
と
共

に
引
退
も
増
え
、近
年
特
に

人
手
不
足
の
声
が
一
層
強
ま

り
、早
急
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。

今
後
、
具
体
的
な
方
針

や
対
策
が
必
要
と
考
え
る

が
、人
口
減
少
対
策
ビ
ジ
ョ

ン「
将
来
展
望
を
示
し
、
ど

の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
、ど

の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
る
計

画
」な
の
か
。
ま
た
第
２
期

池
田
町
創
生
総
合
戦
略（
第

二
版
）の
人
口
減
少
対
策
戦

略
の
分
担
・
連
携
・
協
働
で

「
町
民
に
対
し
て
何
を
求
め

て
い
る
の
か
」回
答
を
い
た

だ
き
た
い
。

答 

総
務
財
政
課
長

町
が
行
っ
て
い
る
豊
か
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

町
の
政
策
的
事
業
、
例
え

ば
、
県
内
ど
の
市
町
村
よ
り

も
手
厚
く
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
や
教
育
支
援
、
安

心
感
を
高
め
る
福
祉
の
充
実
、

若
者
を
受
け
入
れ
る
住
宅
整

備
、
働
く
場
や
所
得
の
向
上

を
図
る
観
光
事
業
の
総
合
産

業
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
を

通
し
て
の
関
係
人
口
づ
く
り
、

快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
下

水
道
、道
路
、通
信
網
な
ど
、

こ
れ
ら
は
全
て
、
広
い
意
味

で
人
口
減
少
対
策
と
言
え
る
。

次
に
、
人
口
減
少
問
題
と

言
う
が
、
減
る
こ
と
が
問
題

で
は
な
く
、
人
口
減
少
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
で
き
て

い
た
社
会
運
営
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、

言
い
か
え
れ
ば
、
人
口
が
減

少
し
て
も
安
心
し
た
社
会
運

営
が
で
き
れ
ば
、
人
口
減
少

自
体
は
問
題
と
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
特
に
集
落
で
の

問
題
と
我
々
は
捉
え
て
い
る
。

今
、
集
落
で
は
、
水
田
や

公
共
空
間
の
維
持
、
高
齢
者

宅
の
対
応
や
見
守
り
活
動
な

ど
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
人

口
減
少
に
よ
っ
て
起
き
た
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
ら
へ
対
応

す
る
新
し
い
仕
組
み
が
な
い

こ
と
、
意
識
が
薄
い
こ
と
な

ど
、
自
治
力
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
で
起
き
て
い
る
。

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
。

広報研修 および 広報クリニック

淸水 龍司 議員
▲町外神社に納める
　「茅の輪」づくり（水海地区）

▲地域での農地保全 ▲池田大祭での御神輿

一
般
質
問

議

案

委
員
会
審
議
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池田町議会 議長　松井 靖明

臨時会で新体制スタート
令和7年第2回臨時会（5月8日）において、池田町議会の新たな体制が決まりました。

■池田町議会役職名簿（敬称略） （令和7年5月8日〜）

議 　 長 松井 靖明

副 議 長 富田 重弘

予算
常任委員会

委員長 岡村 　祐 副委員長 佐野 和彦

宇野 邦弘 宇野 一正

松井 靖明 丸石 純一

富田 重弘 淸水 龍司

決算
常任委員会

委員長 富田 重弘 副委員長 淸水 龍司

佐野 和彦 宇野 邦弘

宇野 一正 松井 靖明

丸石 純一 岡村 　祐

足羽川ダム対策
特別委員会

委員長 宇野 一正 副委員長 丸石 純一

佐野 和彦 宇野 邦弘

松井 靖明 富田 重弘

岡村 　祐 淸水 龍司

広報
特別委員会

委員長 淸水 龍司 副委員長 宇野 一正

丸石 純一 富田 重弘

岡村 　祐

福井県丹南広域
組合議会議員 松井 靖明 岡村 　祐

鯖江広域衛生施設
組合議会議員 宇野 一正 富田 重弘

南越消防
組合議会議員 宇野 邦弘 富田 重弘

南越清掃
組合議会議員 佐野 和彦 丸石 純一

公立丹南病院
組合議会議員 岡村 　祐 淸水 龍司

福井県後期高齢者
医療広域連合議会議員 松井 靖明

国民健康保険運営
協議会委員 宇野 一正 丸石 純一

介護保険運営
協議会委員 淸水 龍司

監査委員 佐野 和彦

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
淸
水
　
龍
司

副
委
員
長
　
宇
野
　
一
正

委
　
　
員
　
丸
石
　
純
一

委
　
　
員
　
富
田
　
重
弘

委
　
　
員
　
岡
村
　
　
祐

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
松
井
　
靖
明

編集後記
本
号
よ
り
、
広
報
委
員
会
は
淸

水
が
新
委
員
長
と
な
り
、新
た
に

組
織
改
編
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。予
算
委
員
会
も
議
員
全
員
の

参
加
と
な
り
、よ
り
効
率
的
に
委

員
会
を
お
こ
な
い
、情
報
共
有
と

多
面
的
な
議
論
を
お
こ
な
い
や

す
く
な
り
ま
し
た
。町
の
事
業
と

し
て
、
新
庁
舎
や
小
水
力
発
電
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
大
き
な

事
業
や
子
育
て
高
齢
者
支
援
事

業
な
ど
、議
論
さ
れ
た
皆
様
が
気

に
な
る
情
報
を
丁
寧
に
発
信
し
、

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
も
活
用
し
な

が
ら
質
の
向
上
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

（
淸
水
龍
司
）

議長就任にあたって
皆様のご推挙を賜り、池田町議会議
長に就任いたしました、松井靖明でご
ざいます。身に余る光栄とともに、そ

の責任の重さに身の引き締まる思いでございます。また、
日頃より、町政の発展にご理解とご協力を賜り、心より感
謝申し上げます。
さて、本町を取り巻く環境は、少子高齢化や人口減少
など、多くの課題に直面しております。しかし、このよう
な時代だからこそ、私たちは知恵と力を結集し、未来に向
けて希望に満ちた池田町を築き上げていかなければなり
ません。

町長の施政方針にもあります「先進的で充実した少数社
会の構築」を考えると、まずは集落、地域自治の活性化で
はないかと思うところであります。
町を形成する集落、その取り組みが町の課題に対応す

る第一歩ではないかと考えます。
小さな町だからこそ。安心して生活できる社会を目指

す議会として進めていく為にも、町民の皆様のご支援、ご
指導を頂ければ幸いと感じております。
結びに、池田町のさらなる発展と、町民の皆様の変わ

らぬご支援ご協力をお願い申し上げ、就任のご挨拶とさ
せていただきます。
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